
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

目加田さくを編註『平仲物語』冷泉為相筆

森山, 隆
九州大学助手

https://doi.org/10.15017/12350

出版情報：語文研究. 8, pp.36-39, 1959-02-01. 九州大学国語国文学会
バージョン：
権利関係：



れ
ら
は
又
筆
を
変
え
て
出
来
た
も
の
で
あ
っ
て
、
記
事
の
精
粗
あ
り
歌
句
の
異

同
な
ど
あ
っ
て
、
互
い
に
欠
け
た
る
を
補
い
簡
な
る
を
詳
か
に
す
る
も
の
が
あ

る
。
若
し
そ
れ
そ
の
書
簡
に
至
っ
て
は
周
囲
と
の
関
係
・
交
情
は
勿
論
、
日
記

を
補
説
す
る
数
数
が
あ
っ
て
、
望
東
の
伝
記
の
裏
づ
け
と
し
て
亦
無
く
て
は
な

ら
な
い
役
目
を
な
し
て
い
る
。

　
家
集
向
陵
集
は
、
言
道
の
門
に
入
っ
て
よ
り
上
京
以
前
二
十
年
間
の
歌
を
集

め
て
あ
る
が
、
更
に
そ
の
活
躍
期
に
し
て
最
も
波
瀾
の
多
か
っ
た
蒔
の
歌
は
、

日
記
、
及
び
書
簡
の
中
に
こ
の
多
数
が
保
た
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
我
等
は

こ
れ
ら
の
す
べ
て
の
歌
を
見
渡
し
て
、
始
め
て
彼
の
作
風
の
如
何
及
び
そ
の
時

代
的
慶
化
な
ど
を
も
精
し
く
知
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
散
文
に
於
て
は
日
記
が
主

を
な
し
て
い
る
が
、
中
に
は
票
実
を
取
捨
し
行
文
を
推
敲
し
て
十
分
整
っ
た
成

稿
の
も
の
あ
り
、
自
由
奔
放
思
う
が
ま
ま
に
書
き
流
し
た
草
稿
の
も
の
あ
り
、

更
に
書
箇
に
至
っ
て
は
相
手
の
親
疎
。
男
女
。
高
下
等
に
よ
る
文
趣
の
異
な
る

も
の
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
何
れ
も
が
彼
の
女
の
非
凡
な
彩
筆
を
昧
わ
せ
て
く
れ

る
も
の
で
あ
る
。

　
望
東
は
我
が
福
岡
の
生
ん
だ
希
世
の
女
丈
夫
で
あ
っ
た
上
、
歌
文
に
於
け
る

天
成
の
異
才
で
あ
っ
て
、
我
等
は
郷
土
的
に
一
種
の
思
慕
を
抱
く
も
の
で
あ
る

が
、
又
そ
の
地
廻
的
。
人
事
的
の
環
境
を
よ
く
知
る
我
等
は
、
そ
の
歌
交
に
表

れ
来
る
地
名
。
人
名
。
土
俗
。
方
言
等
に
対
し
て
も
、
他
地
方
人
に
比
し
て
、

よ
り
深
い
琿
解
を
も
ち
得
る
の
で
あ
っ
て
、
特
に
我
等
の
注
意
が
こ
の
全
集
に

引
か
れ
ろ
漸
以
で
あ
る
。
歌
は
勿
論
歌
聖
も
共
に
用
語
が
擬
古
の
も
の
で
あ
っ

て
、
A
「
R
の
手
軽
い
口
需
体
の
読
物
に
比
し
て
は
、
と
か
く
現
代
人
に
見
放
さ

れ
勝
ち
の
も
の
で
は
あ
る
が
、
力
め
て
映
鼓
す
る
読
物
と
し
て
広
く
世
に
勧
め

た
い
一
書
で
あ
る
。
因
み
に
本
書
に
よ
っ
て
描
き
得
る
女
性
望
愚
妻
の
特
異
な

性
格
曲
折
あ
る
生
涯
は
、
こ
れ
を
劇
映
画
の
材
と
し
て
ハ
十
分
観
者
の
興
味
を

捕
え
得
る
も
の
の
あ
る
こ
と
を
感
ず
る
も
の
で
あ
る
。
終
に
郷
土
業
界
の
有
志

の
露
助
が
、
こ
の
書
の
刊
行
を
遂
げ
し
め
た
こ
と
は
、
亦
望
ま
し
き
斯
界
の
一

美
事
と
讃
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
昭
和
三
十
三
年
十
月
十
五
日
曝

紹
　
介

　
目
加
田
さ
く
を
編
註

平
仲
物
語
冷
泉
為
相
筆

お
わ
り

　
著
者
は
す
で
に
「
日
本
小
説
史
概
論
上
」
　
（
昭
和
2
8
。
1
1
）
お
よ
び
（
平
仲

物
語
註
釈
』
（
昭
2
9
・
1
）
を
公
け
に
さ
れ
て
、
著
巻
の
抱
懐
さ
れ
る
日
本
小
説

史
論
の
構
想
の
一
端
を
、
大
局
か
ら
の
奥
的
概
観
と
、
個
々
の
詳
論
と
を
平
行

し
て
試
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
が
、
本
書
の
出
版
は
、
か
つ
て
「
平
仲

物
語
譲
釈
」
出
版
に
際
し
、
天
下
の
孤
本
で
あ
る
静
皆
野
文
庫
蔵
本
の
「
本
文

全
部
、
少
く
と
盛
問
題
の
あ
る
文
字
だ
け
で
も
」
影
印
を
望
ま
れ
な
が
ら
、
や

む
を
得
な
い
警
護
の
た
め
活
字
騨
刻
と
さ
れ
た
、
薪
者
そ
し
て
予
想
き
れ
る
多

く
の
読
者
の
希
望
を
満
た
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
原
本
蓑
裏
紙
の
写
真
二
葉
を

収
め
、
彫
印
本
文
百
二
十
一
頁
、
全
四
十
段
の
七
十
六
頁
に
わ
た
る
活
掌
・
翻
刻

に
頭
注
を
施
し
、
解
題
と
し
て
e
、
原
本
、
そ
の
所
在
、
¢
⇒
、
書
名
、
働
、
名

義
、
㈱
、
作
者
、
主
人
公
、
㈲
、
本
書
成
立
年
代
、
㈱
、
壁
式
、
㈹
、
研
究
書

の
各
項
目
に
わ
た
っ
て
簡
潔
に
記
述
さ
れ
て
る
る
。
縦
五
寸
六
分
、
横
五
寸
三

分
の
原
寸
そ
の
ま
㌧
文
掌
撰
文
卑
面
寸
法
等
一
切
祖
本
に
忠
実
に
影
写
整

版
さ
れ
た
優
雅
な
太
書
は
、
従
来
の
平
仲
物
語
研
究
を
大
き
く
推
進
す
る
重
要

な
盤
割
を
果
た
す
こ
と
で
あ
ら
う
し
、
大
学
高
校
の
教
材
テ
キ
ス
ト
と
し
て

は
、
活
掌
王
朝
文
学
と
違
っ
た
好
ま
し
い
結
果
を
も
た
ら
す
こ
と
㌧
思
は
れ

る
。
な
ほ
菩
者
は
本
年
三
月
、
旧
版
「
平
仲
物
籍
註
釈
」
を
修
訂
し
、
「
平
仲

物
語
新
講
（
武
蔵
野
書
院
刊
、
定
価
三
〇
〇
円
）
と
し
て
上
梓
さ
れ
た
こ
と
を

併
せ
て
御
紹
介
漉
し
あ
げ
る
。
　
（
武
蔵
野
霜
畔
刊
、
昭
和
3
3
・
4
・
3
0
、
二
〇

・
五
重
×
十
七
・
四
糎
、
二
〇
七
頁
、
定
価
三
〇
〇
円
）
　
（
森
山
　
　
　
隆
）

三




